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  要  旨 
大昔から人間は多彩な自然環境や生活環境に恵まれ、その中にある色彩の感
化を受けてきた。色彩は先人の敏感で優れた色彩感覚を育んできたため、色彩
を表す語彙も数多く創出されているのである。異文化背景を有している中日両
国の人々には、物の見方、認識の違いがあるので、両言語における色彩語に対
する理解には類似点は多いが、相違点も少なくない。 
本稿は中日両言語の色彩語において最も多用されている「白」を対象にし、
内容構成は次の通りである。 
第一章では、本稿の研究背景、研究の対象、目的と方法を述べ、先行研究の
問題点を指摘した。 
第二章では通用されている辞書を調べ、両言語の辞書における意味を明らか
にした。 
第三章ではそれぞれの語源と使用状況を分析した結果、次のようなことが見
取られた。共通点に関して、時代の発展に伴い、両言語における「白」の用語
は量的に増えると同時に、使用形態も活発になった。相違点に関して、中国語
における「白」の用語は日本語より遥かい多く、また、中国語の使用形態の場
合は名詞と形容詞、名詞と畳語の組み合わせが特徴であるに対し、日本語の場
合は語尾活用の使用が特徴である。 
第四章では辞書とコーパスから現代における両言語の「白」の用語を収集し、
その構成に焦点を当てた。中国語の方は複合型においてより活発な形を持って
いる一方、日本語の方は派生型において語尾変化があり、より活用が可能であ
ることが明らかになった。 
第五章では以上の考察を踏まえ、認知意味論的観点から両言語における「白」
の意味概観、意味拡張のプロセスと使用状況の異同を把握した。意味拡張につ
いて、共通点は、拡張のプロセスの似ていること、各基本義から拡張した意味
項目も何らかの類似性があること、両言語はいずれもメトニミーを介したメタ
ファー作用で新たな意味を発生させることが多い点である。相違点は、まず、
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中国の五行思想で生じた「白」の「西方の色」とその拡張した「葬儀」という
意味は、日本語には見当たらないこと。また、各基本義から拡張した意味項目
に相違はある。特に、「何もない」という意味に基づき、メタファー作用で出
来た「無駄に」、「無償に」、「何の理由もなく」、「根拠がないさま」などの副詞
的な意味で使われている「白」の用例は中国語には見られるが、日本語には見
出されない。一方、日本語には相撲で勝ちを表す「白星」など、中国語には事
例が見受けられない。「白」の使用状況について、コーパスに基づいて探求し
た結果、次のような傾向を把握できた。中国語の「白」は主に拡張した意味で
用いられ、その中に「明らかにする、明らかなさま」という意味項目が圧倒的
に多く使われている。そして「明るい光」、「無駄に」、「無償に」といった意味
項目もほかの意味項目より多用されている。それに対し、日本語の「白」の方
は主に基本義である「雪のような色」という意味で使われ、それが例文の半数
以上も占めている。拡張した意味としての「白い碁石」や「述べる、申す」、
「何もないこと」という意味項目が多用されている。 
最後に、本稿の結論と今後の課題を述べた。本稿が中日両言語における色彩
語の認知的比較研究に、僅かでも一石を投じることができたらと願っている。 
 
キーワード：色彩語 白 メタファー メトニミー  
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摘  要 
人们自古以来受惠于多姿多彩的自然环境及生活环境，从中受到了色彩的感
化。先人对色彩有着极强的敏感性，因此创造了丰富的色彩词。拥有不同文化背
景的两国人民由于认识思维上的差异，对色彩词的理解也会不同，既有相似性，
也不可避免地存在一些差异。 
色彩词“白”是两国色彩词系统中使用最为频繁的一个词，因此本文以“白”
为对象进行探讨。主要内容构成如下： 
第一章序论部分主要介绍本文的研究的背景、研究对象、研究目的和研究方
法，并指出先行研究存在的问题。 
第二章主要通过查阅词典，明确“白”在两种语言中的词典意义。 
第三章通过考察历史上“白”的语源和使用状况，得出如下结论。相同点体
现在：随着时代发展，两国有关“白”的用语，使用数量增加的同时，使用形态
也愈加活跃。不同点体现在：其一用语方面，汉语“白”的用语数量远多于日语；
其二使用形态特征方面，汉语 是“白”和形容词及叠词的组合活跃，日语则是
语尾的变化活跃。 
第四章通过收集词典及语料库的含有“白”的例子，考察其词语构成。从而
明确了：汉语方面，复合型结构的使用更加活跃，而日语方面，派生型结构的使
用更加活跃。 
第五章主要基于以上的考察，从认知的角度来把握两种语言中“白”的意义
扩张过程及实际使用状况的异同。意义扩张方面，共同点如下：首先，二者意义
扩张的过程相似，体现在主要从基本义出发通过转喻和隐喻产生新的意义；其次，
扩张所得的具体意义项目具有相似性；再次，二者扩张的主要方式是转喻机制介
入的隐喻机制。意义扩张方面的差异如下：受五行思想影响产生的汉语“白”的
“西方色”及在此基础上通过隐喻产生的“和葬礼相关的”等意项，日语中没有
该用法；汉语中“白”作为“徒劳”、“免费”、“没有理由”、“没有根据”等副词
的用法，日语中未发现该用法；而日语在相扑中表胜利的“白星”等用法，汉语
则缺失。实际使用状况方面：从语料库中抽取定量的数据考察其实际使用情况，
得出如下结果：汉语的“白”主要作为派生意义来使用，其中 “清楚、明白”
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该派生意义的使用最为广泛。另外，“徒劳地”、“免费地”等意项的使用也多于
其他意项。而日语的 “白”则主要作为表示颜色的基本意义来使用，占了例文
的一半以上。同时还可看出，日语“白”的扩张意项中“白棋子”、“什么也没有”
等使用较为频繁。 
最后部分，总括了本文的研究结论和今后的课题。期待本文多少能够对中日
两种语言的色彩的认知比较研究能够有所益助。 
 
关键词：色彩词  白  隐喻  转喻  
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第一章 序論 
1.1 本研究の背景 
我々は自然環境の中でも、生活環境でも豊かな色彩に囲まれている。大昔か
ら人間は生活環境の中にある色彩の感化を受けてきた。特に自然環境の色彩は
先人の敏感で優れた色彩感覚を育んできたため、その色彩を表現するための色
彩語も数多く作られ、いくらでも活用できたはずである。本来色の意味を表す
色彩語は次第に色以外の意味を表すようになった。異なる文化背景を有してい
る人々の認識の違いから、その色彩語が派生してきた各意味も異なるはずであ
る。同じ色彩語であっても、異なる言語には類似点がありながら、相違点も少
なからずあると言っても過言ではない。 
ベーリンとケー(1969)では基本色彩語理論を提出し、各言語における色名の
発生の順番、また基本色名の範疇について述べた。姚小平（1988）ではベーリ
ンとケーの研究を批評しながら、中国語における基本色彩語の範疇再検討と歴
史的な変遷について述べている。氏によると時代別に順番の差があるものの、
中国語の基本色彩語は「黑、白、红、黄、绿、蓝、紫、灰、棕、橙」であると
いう。また五行思想の影響で中国では「赤、青、白、黄、黒」を基本色彩と見
なしているのが普通である。佐竹昭広（1955）では「白、黒、赤、青」といっ
た 4 色が日本の基本色彩語であると指摘している。劉暁航（2006）では、北京
日本学研究センターの『中日対訳コーパス』からそれぞれ 20 冊の作品を抽出
し、中日両言語における色彩語の使用頻度を統計した。ここでは劉の研究結果
だけを取り上げることにする。 
表 1.1 日本語色彩語の使用頻度 
色名 白 紅 黒 黄 緑 灰 藍 紫 褐 棕 橙 
数量 2,579 1,740 1,322 738 435 367 270 153 49 12 11 
表 1.2 中国語色彩語の使用頻度 
色名 白 黒 緑 赤 青 黄 紫 灰色 茶 ピンク 橙 
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数量 937 495 436 329 300 127 62 36 29 16 6 
以上から「白」は両言語において一番多く使われている色彩語であることが
分かった。「白」は基本色彩語において重要な役割を演じていると言えよう。
従って、本稿はそれを研究の対象としている。 
1.2 本研究の対象、目的と方法 
一衣帯水の隣国である日本は古くから中国と文化交流をし、中国の伝統文化
からかなり影響を受けている。色彩語も例外ではない。両言語の色彩は共通点
もあれば、相違点も見逃せない。その重要な役割を演じている「白」は両言語
においてどのように使われているか、派生的意味はどのような機制で出来たか、
などについて検討することに意義があると考えられる。 
1.2.1 本研究の対象 
前述したように、本稿は中日両言語における「白」を研究対象とする。とこ
ろが、日本語の「白」には訓読みの「シロ」、「シラ」と音読みの「ハク」、「ビ
ャク」といった 4 つの読み方がある。「クロ」・「アカ」・「アオ」などのように、
「シロ」という訓読みの方は色名として称されているので、辞書上における「白」
の意味を究明する際に、「シロ」を対象に検討を進める。しかし、実際に使わ
れている用語や使用状況を考察するに当たって、音読みの方も考察の対象に入
れることにする。 
1.2.2 本研究の目的 
色彩語を認知言語学の観点から考察する研究は少なからずあるが、後述する
ように、それらの多くは主に中英の認知的比較研究に焦点を当てている。中日
両言語における色彩語に関する研究は近年増えつつあるものの、意味項目の羅
列や文化背景、語構成の相違などの検討に偏っており、認知意味論的な分析は
現在までそれほど多く行われていない。 
そこで、本稿は先行研究を踏まえ、認知プロセスにおける重要な手段として
のメタファーとメトニミーという観点から、両言語における「白」を考察し、
中日基本色彩語の認知的比較研究を少しでも補足できればと望んでいる。 
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1.2.3 本研究の方法 
本稿は中日両言語における辞書に載っている「白」の用語及び文章などに用
いられる用語を対象として考察する。その意味を究明するため、まずそれぞれ
権威のある辞書を利用し、中国語に関しては『辞源』、『古代漢語辞典』、『現代
漢語大詞典』を、日本語については『国語大辞典』『広辞苑』『新明解』を調べ
ることにする。また、歴史上における使用状況を明らかにするため、中国語の
方は先秦の古典である『十三系』や『全唐詩』及び『詩詞検索』という検索シ
ステムから、日本語の方は『万葉集』と『和歌データベース』という検索シス
テムから用例を収集し分析してみる。そして、現代における使用状況を究明す
るため、それぞれ『古代と現代の言語資料庫』（CCL）を、『青空文庫』と『現
代日本語書き言葉均衡コーパス』を利用することにする。「白」の各意味項目
はどのような機制で出来たのか、また、各意味項目間にどのような関わりを持
っているのか、それらをメタファーとメトニミーという認知意味論的観点から
把握する。且つ、題材によってそれぞれのコーパスから抽出した一定の用例を
具体的に分析し、実際の使用状況と各意味の使用比例も考察してみる。 
1.3 先行研究 
前述にも触れたが、色彩語に関する研究は世界中で様々な形式で行なわれて
いる。特に 20 世紀 70 年代以降、各国の色彩語についての研究が飛躍的に発展
していき、近年も増えつつある傾向を呈している。本稿では先行研究について
中国語の色彩語に関する研究、日本語の色彩語に関する研究と中日両言語の色
彩語に関する比較研究といった 3 つの部分に分けて論述する。 
1.3.1 中国語の色彩語に関する研究 
中国における色彩語に関する研究は長い歴史がある。前述したように姚小平
（1988）では、中国語における基本色彩語の範疇を再検討した結果、それを「黑、
白、红、黄、绿、蓝、紫、灰、棕、橙」と規定した。呉建設（2012）では商の
時代から現代に至るまでの色彩語の変遷について述べている。氏は各時代の代
表的な古典作品を何冊か抽出し、中に出てきた色彩語を統計した。同研究から
周の時代から秦漢時代に至るまで「白」は最も多く使われている基本色彩語で
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あることが分かった。高揚（2011）では「白」の語源、意味の変遷と伝統文化
における象徴的な意味について論述している。潘峰（2004）では今までの「白」
の語源に対する批判を述べている。考察した結果「白」の語源は「日光」説に
由来したと指摘している。また、馬永紅（2007）、黄丹（2009）らは、色彩語
を意味の特徴や文化における役割などの面から把握している。 
1.3.2 日本語の色彩語に関する研究 
中国側の先行研究と同様に、従来日本語における色彩語についての研究も盛
んに行われている。基本色彩語の認定と語源についての研究として佐竹昭広
（1955）が挙げられる。氏の研究では古代日本語における色名の性格について
検討し、古代日本における基本色彩語は「赤、青、白、黒」の 4 色のみで、そ
れぞれ「明、暗、顕、漠」と対応しているという結論を出している。それ以降
の日本語における基本色彩語の研究に深く影響を与えている。 
色彩語の文化的意味に焦点を当てている研究として伊原昭（1988）が挙げら
れる。氏は上代から中古に至るまでの文学作品を対象に、その中に出てきた色
彩語を統計し、作品における色彩語の重要な役割を述べている。 
色彩語の意味分析や、語彙システム、語形成などを対象としている研究も少
なからず見られる。柴田武（2008）では基本色彩語の相互関係やどのような程
度で複合できるか、基本色彩語からなる複合語でペアをなすかどうかについて
述べている。野中博雄（2012）では「白」のもともとの意味は「光」と「無色」
といった 2 つの意味だと結論づけている。また、氏の同研究では「赤、青、白、
黒」と他の色名である「緑、黄、茶、紫」の相違に焦点を当て、語形成の見地
から考察している。 
日本の色彩語に関する研究では、主に基本色名の範疇限定、文化的意味、意
味分析、語形成などが対象となっていることが分かった。 
1.3.3 中日両言語の色彩語に関する比較研究 
近年中日両言語の色彩語に関する比較研究も増えつつある。文化の面におけ
る比較研究として、魏麗華（2003）、李進玉（2008）などが挙げられる。いず
れも言語と文化が切り離せない関係にあるという見地からいくつかの基本色
名に絞って文化の面における類似点と相違点を述べている。 
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また、意味的な比較研究も少なからずなされており、劉暁航（2005）などの
研究が挙げられる。劉の研究では、「白」の辞書的な意味、また「白」の対と
なる語からその異同を究明した。羅玉玲（2009）では、陰陽五行説の視点から、
両言語のいくつかの色彩語の象徴的な意味を把握している。認知言語学の見地
から研究をなされているものとして、戴永萍（2013）が挙げられ、青を対象と
して述べている。 
以上、先行研究を検討してきたが、ここで先行研究の限界をまとめておきた
い。中国側は両言語における色彩語の比較研究はかなり多いが、文化の面から
の分析をはじめ、語構成や辞書的な意味、文学作品での使用などの面にも及ん
でいる。認知言語学の観点から考察した中日比較研究もあるが、最も多く使わ
れている「白」を対象としているものは管見の限りまだ見当たらない。日本側
は自国の色彩語を基本色名の範疇限定や意味分析、語形成などの分析がよく見
られるが、日中対照研究の分析が足りない。それ故に、本稿は先行研究を踏ま
え、「白」を対象に認知意味論的な見地からその異同を考察したい。 
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